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去る9月8日、午前9時30分より下野市役所国分寺庁舎市
長公室において統合調印式を行い、（財）南河内町農業公
社と（財）国分寺町農業公社が統合し、（財）下野市農業公
社として新たにスタートしました。

平成18年１月の旧南河内町と旧国分寺町、旧石橋町の
３町合併を契機として、農家や消費者のニーズに効率的
に応えるため、平成17年６月から統合に向けての検討を
重ねてきました。

調印式では広瀬市長とＪＡうつのみやの小島俊一組合
長、ＪＡおやまの篠原正雄組合長、下野市農業委員会の
高田憲一会長らを立会人に、統合協定書に調印しました。
公社の事務所は、下野市役所南河内庁舎に設置します。
今後は、行政機関や農業団体と連携しながら、農業経営の効率化・安定化を進めます。

広瀬市長は「公社は地域の農業振興に大きな役割を担っています。うつのみやとおやまの２つのＪＡと
連携しながら、関係者の期待に応える業務を展開してほしい」と期待を述べました。
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住所：下野市田中681番地1（市役所南河内庁舎1階） 1（48）2117

『財団法人下野市農業公社』がスタートしました




